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第 1節 八橋第 8・9遺跡における 6'"'-'7世紀の土器編年

小口英一郎 北島大輔 原あづさ

1.はじめに

東伯書は、古墳時代前期~中期にかけての土師器編年が一定の水準に達しながらも(牧本1999ほ

か)、古墳時代後期~終末期となると須恵器・土師器のいずれの変遷も十分な整理がなされていない。

そのため、古墳時代後半の年代決定にあたっては近畿や近隣地域(西伯書・出雲など)の須恵器編年

に頼らざるをえないのが現状である。土師器の変遷もその実態は依然として不透明である。

しかし、山陰の須恵器には、一見古そうな形態が新しい段階まで残存する事例や、山陰内でも地域

差が認められるとの指摘もある(山本1960)。例えば、高台坪の出現は近畿よりもー・二段階遅れ、

出現後も古墳後期的な蓋坪が根強く残存する(萩本・佐古1984)。また、坪蓋の肩部にみられる 2条

沈線は、出雲から西伯蓄にかけては一般的で、 6世紀代須恵器の細分基準のひとつにもなっているも

のの(大谷1994)、東伯香ではあくまでも客体的な存在にとどまる。こうした現状を踏まえると、他

地域の編年を無批判に援用するだけではおのずと限界があろう。東伯書の実態に即した時間軸の整備

が必要とされるのはそのためである。また、土師器の変遷や器種構成を把握することで、当時の生活

復元に役立てるべきであろう。例えは、弥生時代以来連綿と続いてきた有段口縁聾がいつ消滅するの

か、竃の導入時期や普及過程といった基本的な事柄を明らかにする必要がある。

今回の調査では、住居跡をはじめとした古墳時代後期~終末期の遺構から各時期の一括資料が得ら

れた。埋土中からの出土で破片資料が中心であり、年代幅をもっ遺構もあるものの、 6・7世紀代の

土器の大まかな変遷を追うことができる。そこで本稿では、本遺跡出土資料に周辺遺跡の資料でも補

完しつつ、東伯香西部における古墳後期の土器編年を整理し、地域構造を把握する一助としたい。(北島)

2. 分析の視点と方法

対象地域 須恵器・土師器の編年にあたっては、八橋第8・9遺跡の出土資料のほか、東伯郡西部

(赤碕町・東伯町・北条町・大栄町)での出土資料を用いる。『和名類従抄』記載の「八橋郡」の想定

範囲にほぼ相当し、竪穴式系横口式石室や狭長プランの石室が分布するなど東伯書のなかでも独自の

地域的なまとまりを有している(土生田1975、近藤1987ほか)。

型式組列と組成 まず、蓋坪(坪蓋・坪身)や高坪を基軸として、須恵器の変遷を整理する。饗膳

用の 3器種を重視する理由は、これらの出土頻度がきわめて高く、型式変遷も比較的明瞭なためであ

る。また、坪蓋と坪身とはセット関係を捉えやすく、それぞれの型式変化の同時性を検証しやすいと

の手rL~ もある。

次に、土師器においては、最も安定的に出土し形態変化が追いやすい奮を基軸として住居跡一括資

料を重視して変遺を整理する。

なお、今回は八橋第8・9遺跡の遺構変遷の分析を行う便宜上、八橋 I期を弥生後期、八橋E期を

古墳前期としている。以下では八橋E期以降の土器変遷について述べる。 (小口・北島)
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第 5主主 考古学的考察

3. 須恵器・土師器の分類

編年試案を提示する前に、須恵器および土師器の器種分類を示しておく o

( 1 )須恵器

①坪蓋、②坪身、③高杯、④車、⑤提瓶、⑥横瓶、⑦護、⑧査などがある。①~③をさらに細分する。

珂蓋A類 口縁部にカエリをもたない。坪身 A類とセットをなす。ただし、天井部にツマミが付く

場合は高坪 Al類・ Bl類に伴う場合が多い。

Al類 肩部の稜が明瞭で、口唇部を面取りする。天井部は回転ヘラケズリ (A2類を除く)。

A2類 Al類のうち、肩部直下をヨコナデして稜を表現するもの。口唇部面取り。

A3類 肩部の稜が明瞭で、口唇部の面取りを省略する。天井部は回転へラケズリ。

A4類肩部の稜が不明確で、、天井部は回転へラケズリ。

A5類 肩部の稜が不明確で、天井部はヘラギリ未調整。

士不蓋B類 口縁部に力工リをもち、ツマミをもっ。杯身 Bとセットをなす。小型品。

珂蓋C類 環状ツマミをもっ。大型品。坪身 C類とセットをなす。

C 1類 口縁部内面にカ工リをもっ。

C2類 口縁部が屈曲して垂下する。

坪身A類 口縁部に力工リをもっ。坪蓋A類とセットをなす。

Al類 口層部を面取りする。底部は回転ヘラケズリ

A2類 口唇部の面取りを省略する。底部は回転へラケズリ。

A3類 口唇部の面取りを省略する。底部はへラギリ未調整。

部身B類 逆台形の士不身となるもの。坪蓋B類に伴う。脚部が付く場合がある。

珂身C類底部に高台がつくもの。坪蓋C類に伴う。

高士不A類 短脚の高士不。カ工リをもっ有蓋高坪 (A1類)とカ工リのない無蓋高坪 (A2類)とがある。

高坪B類 長脚の高杯。カ工リをもっ有蓋高町、 (B1類)とカ工リのない無蓋高坪 (B2類)とがある。

(2 )土師器

土師器は、①費、②高杯、③脚付班、④端、⑤甑の 5器種が認められる。⑤の甑を除き、これらの

器種を細分すると以下のようになる。

護A類有段口縁を呈するもの。

Al類 口縁端部が平坦面を形成し、ほぽ直立するo

A2類 口縁端部が外剥ぎ状を呈し、直立する。

A3類 口縁端部が平坦面を形成し、やや内湾する。

霊K類 有段口縁を呈するもので、聾A類、の小型のもの。

聾B類有段口縁部が短くなり、稜が形骸化するもの。

B 1類 口縁端部が外剥ぎ状を呈し、外反する。

B2類 口縁端部が外剥ぎ状を呈し、直立する。

聾C類 口縁部が大きく外反し、肩部が張り球胴形になるもの。口縁部には有段部の痕跡がわずかに

残るものも認められる。頚部内面の稜が、外面の括れよりも下部に位置する。

Cl類 口縁端部が平坦面を形成する。

C2類 口縁部が先細りし、内面が丸味を帯びる。
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第 1節八矯第 B・ 9 遺跡における 6~7 世紀の土器編年

聾D類 口縁部が大きく外反し、頚部内面が「く」字状を呈して胴部が直立するもの。口縁部径が胴

部径よりも大きくなる。頭部内面の稜が、外面括れより上部に位置する。

D1類 口縁部が先細りし、頭部内面に稜を形成する。

D2類 頚部がやや丸味を帯びながら大きく外反する。

高士不A類 口縁部が直線的に外反し、坪部と底部との境界に稜を形成するもの。

高坪B類 口縁端部内面が外剥ぎ状を呈し、内面に稜を形成するもの。

脚付境A類 口縁部が丸味を帯びて直立するもの。

脚付境B類 口縁部が丸味を帯び内湾するもの。

椀A類 口縁端部内面が外剥ぎ状を呈し、内面に稜を形成するもの。

境 B類 口縁部が先細りして立ち上がるもの。

椀C類 口縁端部が肥厚して立ち上がるもの。

境A類 口縁部内面が外剥ぎ状を呈し、内面に稜を形成するもの。

4. 須恵器・土師器の変遺

上記の視点と方法に基づき、須恵器・土師器の各分類群の変遷を概観したい(第148・149図、表77)。

八橋 111期 上種第 6遺跡 SI6. SI7 (馬淵・根鈴1985b)や別所 5号墳周溝A地点(大谷1995)

の出土資料をもとに設定する。須恵器坪身A類のカエリはほぼ垂直に立ち上がり、口層部には内傾し

た端面をもっ (A1類)。坪蓋A類の口縁部もほぼ直角に接地し、肩部の稜が明確である。稜の作出

にあたっては、稜をつまむようにヨコナデした A2類や、肩部直下に沈線を施した A3類などがある。

このうち A2類には、粘土を貼付けて稜を成形した事例が観察される。また、坪蓋・坪身ともに口

唇部が面取りされ、内傾端面をもっ。杯身・坪蓋の内面には、当て具痕が認められることがある。ま

た、高坪には有蓋高坪と無蓋高杯の両者が存在するが、いずれも短脚で、長方形の一段透孔を 3方に

穿つ(高部 A類)。長脚二段透孔高坪(高坪 B類)の出現以前の土器群と考えられる。本遺跡では、

遺構出土ではないものの、北谷部・南谷部の包含層中にこの時期のものが散見される o 東伯香を見渡

すと、初期須恵器の出現から長脚二段透孔高坪の成立直前までの期間はさらに細分できるが、今回の

考察では保留しておく。

土師器については、嚢A類が該当しよう。とくに口縁端部を平坦化し、直立する嚢A1類が顕著で

ある。口縁部外面はヨコナデ、胴部はハケメ、内面は口縁部がヨコナデ、頚部の稜以下にヘラケズリ

調整を施している。

八橋IV期 E期に比べ、杯蓋・杯身ともに口径の大型化が進む。わずかではあるが、坪蓋 A類の

口縁部は外聞きとなり、坪身のカエリは内側に傾く。 E期に引き続き、坪蓋や坪身の口唇部には内傾

端面が認められるが、内傾の度合いがさらに強まる。確実な共伴資料はないが、この頃には長脚高坪

(高坪 B類)が出現し、短脚高坪(高坪 A類)と並存した可能性が高い。杯蓋・坪身の内面には当て

具痕が認められることがある。上種第 5遺跡土器溜(馬淵・根鈴1985a)・上種第6遺跡 SI12(馬淵・

根鈴1985b)・別所19号墳第 2埋葬施設(大谷1995) をもとに設定する。八橋第 8・9遺跡では、南

谷部包含層 L10cグリッドに町期を中心とした土器集積が認められる。また SI3の須恵器は、町~

VI期と年代幅をもつが、床面直上出土の坪蓋 1・2や高坪 3はIV期となる可能性が高い。

土師器は護A類が該当する。口縁部に平坦面を有する A1類、口縁内面が外剥ぎ状を呈し直立する
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第 5章考古学的考察

表77 土器対照表

H1戸 崎 第8遺・跡前置・遺構名 Sll 宣勝・遺構也 sl 遺跨・遺構名 h 適時・遊間名
h 遺跡・遺精名 h 遺跡・遺構名

跡時掲a(2戸 29 戸構第8・9遺跡SI14(28) 1 57 大高野3号墳西側湖潜(J3)I 85 原本8-f}墳土坑 (74) 113 士書名3(1) 141 八幡第8-9遺跡土集1(7)

2 上結穿~6j宜野 SI7 (88) 30 八街第8・9遺跡 SI14(29) 58 大高野3号墳西協潤潜(JO) 86 ftfO号1111'11詰 (4) 114 八橋第8・9遺跡SI4(2) 142 八幡第8 ， 9，遺跡土~l (2) 

3 上隠第6泡跡SI6(76) 31 八七奇第8・9遺跡SI20(1) 59 大高野3巧3民間関周溝口5) 87 上京本8号墳1J'l丘 A地点(49) 115 八橋買18・9遊i'lfS14(4) 143 八騎第8・9遺跡土lIil(10) 

4 1 J二碕第6遺跡SI7(87) 32 八騎第8・9遺跡SI20(3) 60 大高野3号墳西側周溝口7) 88 代代I号墳第2土埼嘉(15) 116 八鱈第8・9遺跡SI4(9) 144 戸橋筋8・9遊詩土lIil(11) 

5 八橋第8・9迫防政筒 b(3)合 33 八橋第8・9遺跡SI20(2) 61 チ高野3号墳西持j悶溝(J4) 八騎第8・9退跡511 (1) 117 八隠第8・9遺跡 SI4(5) 145 八橋第8-9遺跡士集1(2) 

6 八橋第8・9遺跡519(4円 34 八熔第8・9遺跡SI2(3) 62 大高野3fHI't閲開問潜(19) 90 八幡l!l8・9遺跡SI1(5) 118 八階第8・9遺跡SI4(10) 146 上種第6遺跡5125(260) 

7 13
'
)所5号境問治底面白5) 35 上極第6遺跡SI17(215) 63 メ高野3号墳i現側湖沼 (20) 91 八幡箔8-9m跨 SI1 (8) 119 八倍第8・9遺跡SI4(12) 147 八踊第8・9遺跡 SI21(2) 

8 上陸第5遣時土箆淘 (573) 36 上認第6遺跡SIl7(212) 64 大高野3り墳西側問潜 (22) 92 八階第8・9遺跡SI1 (2) 120 上極第6i置跨 SI6(67) 148 上積首'}6巡跡SI22(246) 

9 上段穿~5遺跡土器溜 (576) 37 上種*3q.t1t石議内(J9) 65 上E章第6遺跡 SI22(249) 93 八橋第8-9遺跡 S11(4) 121 上種第6遺跡517(83) 149 上種第6遺跡5122(245) 

10 上題点第6遺跡SI12(145) 38 上極東3号墳石室内 (20) 66 大高~f2号:-1員跨階 (24) 94 八橋第8-9遺跡Sll(6) 122 上慰第6遺跡SI6(71) 150 八鱗第8・9遺跡SI1 (20) 

11 八橋第8・9遺跡SI3(1け 39 大高gf5号墳墳正内 (2) 67 大高野2号筑間潜 (30) 95 上積第5遺跡SI9(139) 123 八騎第8・9遺跡Sll9(11)合 151 八陥第8-9遺跡Sll (17) 

12 上種第5遺跡 t器調 (574) 40 メ高野5f}tAtJi庄内(14) 68 大高野2i~.t民間浴 (22) 96 上鐙第5遣時S19(138) 124 上種第6遺跡 SI!2(136) 152 八tII第8・9)宜時 SI!(21) 

13 上哲首'35遺跡1:2:1}溜 (575) 41 大南野5号墳墳丘内 (21) 69 上認第6遺跡 SI22(250) 97 上積胃i5遺跡SI9(137) 125 上積第6遺跡SI12(140) 153 八倍第8-9遺跡SI1 (19) 

14 八橋第8・9巡跡513(13)合 42 大高野5号墳墳丘内(1) 70 大高野2号境問講 (29) 98 八騎第8・9遺跡 SI!(10) 126 上磁第6遺跡SI!2(143) 154 八騒音18.9適時SI1(22) 

15 八幡第8・91宜跡SI3(12)合 43 大高野5号墳墳丘内 (12) 大高町2号墳周溝 (50) 99 八幡第8・91遺跡 SI1(3) 127 八矯軍8・9遺跡土能2(3) 155 八橋第8・9泣跨SI4(16) 

16 上額第5遺跡土悶溜 (577) 44 大高野5号墳墳丘内 (24) 72 大高野2号墳間滞 (42) 100 八橋第8・9遣時SI1(9) 128 八倍第8・9泣跨SI2(8) 156 八橋第8・9遺跡 SI4(20) 

17 八騎第8・9遺跡 SI15(1) 45 大高野5号i民筑丘内 (38) 73 大河野2号墳周溝 (44) 101 八防第8・9遺跡511 (13) 129 八橋第8・9遺跡SI2(6) 157 悩凹存遺跡l号土坑(12)

18 別舟fl5号i員f司潜内哩拝(7) 46 大高野5号墳墳丘内 (35) 74 大高野2号境問滋 (64) 102 八幡第8・9遺跡SI22(2) 130 八橋第8・9湿鋳S12(5) 158 悩IU寺遺跡I号土坑 (15)

19 別所15号i民主体罰;(5) 47 大高野5月一墳墳丘内 (36) 75 大iUî~f2号111珂講 (54) 103 八隠第8・9遺跡SI22(6) 131 八橋第8・9遣勝5I14(33) 159 論田守遺跡l号土坑 (6)

20 ~JH晋 15号墳主体部 (6) 48 大商野5月111墳丘内(40) 76 大高野2号墳II~諮 (59) 104 八幡第8・9道路SI22(3) 132 上磁日14時損2号l1i(14) 160 福田寺遺跡I号土庁¥(1)

21 八橋怒8・9巡跡 Sll4(7) 49 酬師諾刷 105 八幡第8・9遺跡SI22(7) 133 八騒第8・9遺跡5114(41) 161 福田寺i盈跨1時土坑(7)

22 八橋第8・9遺i'J}SI14(17) 50 大高野5号墳墳丘 本8号機土坑 (68) 106 八幡第8・9遺路 SI22(5) 134 八倍第8・9遺跡5I14(38) 162 福田寺追跡1丹土坑 (3)

23 八幡!l18・9遺跡5I14(14) 51 上絵第6)置跡SI25 本8巧flJl土坑 (69) 107 八回耳18.9遊跡 5122(9) 135 八橋第8-9遺跡512(10) 163 福間寺澄跨l号土坑(10)

24 八鼠第8・9遺跡 5I14(3) 52 大高野3号墳西側 本8号墳土坑 (67) 108 八f謁摂8・9jfi跡 5122(12) 136 I縄問14丹筑Hi陪 B(11) 164 福田寺遺跡1時土坑 (2)

25 八橋第8・9適時 SI!4 (10) 53 大高野3号検閲割問潟 (8) 81 代代l号墳第2土壌Jii;(10) 109 八路第8・9遊i'J}SI22 (4) 137 八総冒18・9適時 SI6(23) 165 悩IB寺遺跡l号土庁t(9) 

26 八騎第8・9遺跡 51!4(8) 54 大高野3巧壌商問問諮 (2) 82 塚本8'守墳土坑 (70) 110 八隣第8・9遺跡5122(8) 138 八儲第8・9遺跡土lIil(6) 166 裕HI寺i丘1iI'1号 ttt((18) 

27 八惰第8-9遺跡5122(11)会 "" 1:1重第6i1'ii'J}5125 (267) 83 思ヌド8乃t員 t坑 (72) 111 八階第8・9遺跡SI4(1) 139 八幡第8・9遺跡士集1(5) 167 稲III寺遺跡H}土坑(11)

28 八橋第8・9遺跡5114(25) 56 大高野3J苦境問的調講 (9) 84 版本8号墳土坑 (73) 112 八橋穿18・9遺跡SI4(61 140 大高野3号墳西側開講 (24) ( )の室主字l立各報告書での遺物h

安田Jは 1.1性に乏しい資料

表78 各編年との併行関係

竺器竺竺副ゴhlL蓋fE空叩問時C酬 明B 瑚

時期 AAAI IAAI B 慈A雲B霊慈c怒D 変化の特徴 ||鵠近随辺1畿~i1牧開東本伯19審H991|1S委陰4二困位濁ず 也腎木一 足溺立広まか 大苔 出本
1 2 3 1 1 1 2 1 1 大主主1994!!1J，!ド1日71

八橋 町議・郎身ともに口容部を四1[<り E

天神)11
陰田1

青木X摺 出雲 山本

111 口 坪誌はA1 aとA 1 bとが並存e
甘く47

IX期
ト一一一

(古) 1期 !期

期 高却は緩ま器 1段滋潟却のみe
(+) 

I主劉高時(筒郎日)の出現，

最上 樋 第6遺跡 12号住居 時・刊の大型ft.
阿国

青木X賠
畠雲2揺品 附 19号蹄2埋葬施設コ 口 同坪益田口縁部は外聞きに 陰回2 (新)
(A) 

八議8・9十薬21甫告蕗Lllkl 郎穿のカエリは内傾する写

申j所 15号墳主体部 山本

古 81j所 15号墳潤滑内埋葬施
時塗..¥2 (別院院下ヨコナデ)主流にe

11期

八橋8・9)室長率SI15・SKIO 郎身[Jff怨滋有震告の..¥2出現， 11<10 
天神JII
X期 出雲2摺

橋円V、市T 

j代媛第8・9遊詩SIl4
時身..\1 容体化~ A 2が主流に。 (B) 

井問地中ソネ泊跨SIl8
陰田3

期

八綴8・91誼鈴SI20

ココ

lf身A2旧日野部先制り傾向が進む@ MTB5 出雲2開
新 U:l重耳!3号噴石車内)

(C) 
(八議穿18. 9議長事 S12)

f橋VI i 

大iIl;野5号墳墳丘内

上髄第6週跨20り性問 lfr主..¥3-..¥4出現(日程面取りの官
11<43 陰回4

(+) 高広 出塁
山本路).府部稜をもっA3主流にE IA期 3期

期
(八議第8・91麗，，*SI6) γ 111期

大高野3号墳西側周溝 郎蓋..¥3白書体化. /¥4額主流に②

ffV語I H 上種第6遺跡SI25 府邸前上が浅くくぽむ@
百<209 陰田5 高広

出雲

ハソウ長m化のピーク a 4期
期

SI21) γ 土陣詰寄段口語翠{翠A額)Iま)1揺まで存続@
IB期

橋V期I周1 

大潟野2q~員墳丘・閣議

口仁
郎遊間部直上のくぼみが弱く、天井部

上筒第6遺跡5I22 と日縁日吉田i克界不明瞭にe 陰田6 出雲

笠見第2澄跨l号111百賞内 口 口 ハソウはE霊前iま外反問ド旬、屈曲弱く。
甘く217

(+) 5期

下泰浴 1号}遼毅第3Iレンチ 土問おき建D綴が主流に。 陸自7

代代1号墳周溝田第2土埼墓 際宝珠ツマミ郎議出現@
陰{古泊)7 

橋八IX 古

尿本8号墳前提部・土坑 日 口 坪身・師蓋旧小型化e 11<46 
出量6摺

(A) 
八橋努8・9澄跡SIlO まさもに主主く外反萄 〈新}

ト一一
現状ツマミ坪蓋・高台付坪!日現， 山本

期 罫i 八隠第8・9遺跡 ISI 1 E 仁 口綾部にカエリ@ 甘く4B 陰田8
出雲6顛

IV期
(B) 

If窃詮語遺爵SD4・ズ!ilO号墳 扇状ツマミ坪"白カエリ消央。

八橋 口

1'-
日 陰田9

高広 出雲

IIIA期 7期
(八路第8-9遺跡S122)

MT21 ト一一一
奈良3摺

X 時蓄をA5・時身A3J誌，)、に。 -4閤
期 新 (八属第8・9遺跡目 4・S116) 司 陰回10

高広 出雲

IIIB悶 8期

( )は基準資料に準じる資料

-166-



第 l節 八橋第 8 ・ 9 遺跡における 6~7 世紀の土器編年

A2類、内湾するA3類がそれぞれみられる。口縁下端上部に棒状工具による沈線もしくはナデ調整

を行い、稜を形成する。また、口縁帯をヨコナデ調整するために口縁端部が外側にやや張り出してい

るものも存在する。外面は胴部がハケメ、内面はへラケズリ調整である。その他の器種として、口縁

部がやや外傾し、胴部にハケメ調整がみられる端、口縁端部が先細りして、緩やかに立ち上がる脚付

瑞が存在する。 SI3埋土、 SI19床直、南谷部土器集中ブロック 2出土資料が該当しよう。

八橋V期 坪蓋 A1類が依然として存続するが少数派となる。そのかわり、清部の直下を強くヨ

コナデすることで肩部の稜を形成した A2類が主流となる。 A2類の登場はW期にまで遡る可能性が

ある。 A2類のヨコナデは A1b類にみられた肩部直下の沈線が転化した結果とみられる。一方、坪

身A類は口唇部に端面をもっ A1類も存続するが、丸みを帯びた A2類が主流となる。坪蓋・坪身

内面の当て具痕は、例が少ないが存続する。また、 V期を境として坪身のカエリが次第に短小化し

ていく。醒は頚部のしまりがゆるく、胴部は中位に最大径があり、沈棋や列点文を省略する場合もあ

る。底部は丸底である。

さて、 V期はさらに細分できる。古段階は、口唇部を面取りした坪身 A2類とこれを省略した坪

身A3類とが並存する。別所15号墳主体部や周溝内埋葬施設(大谷1995)の供献須恵器を指標とす

る。八橋第8・9遺跡 SI15.SK10はこの段階に相当しょうか。中段階は、坪身 A1類がほぼ姿を消し、

A2類が大半となる時期で、本遺跡の SI14や井園地中ソネ遺跡 SI18(君嶋2003)をもとに設定する。

新段階は、中段階に比べて坪身 A2類のカエリの短小化や口唇部の尖鋭化が進む。八橋第 8・9遺跡

SI20・SI2が指標となるほか、上種東 3号墳石室内出土須恵器(土生田1976) もこの時期の可能性

が高い。

V期の土師器には護 A・B・C類が位置付けられよう。 A類は依然口縁部が直立するものの、段部

が緩くなってくる。 A類の小型器種であるA'類もみられる。口縁端部が外剥ぎ状を呈していること

が特徴である。 B類は口縁部が直立もしくはやや外反し、短小化する。口縁下の稜が明瞭に残存する

ものと、痕跡化したものに分かれる。本例は、 A類に比べ頭部の括れが小さく、日韓が外反している

ことが特徴であり、 A類と C類の中間形態として位置付けられる。ただし、 A類→B類→C類という

単純な変遷をとるのではなく、次期においてもA類は残存する点に注意したい。その他、口縁が緩や

かに外反し、端部を平坦化する C1類、先細りする C2類が当該期にみられるが、前者がやや古相を

帯びると思われる。器形は頚部径が広く、胴部は球胴形となる。調整は外面胴部がハケメ、内面は頭

部に一部指押さえ、胴部へラケズリが観察される。 SI2・14出土資料を指標とする。

八橋VI期 大高野 5号墳墳丘内出土資料(大賀1990)・上種第6遺跡 SI20・上種西15号墳(馬淵・

根鈴1984) をもとに設定する。蓋坪A類は、引き続き A2類も残存するが、口唇部の面取りを省略

した A3類が主流となり、肩部直下のヨコナデさえも省略した A4類も現れる。坪身は、 V期より

もカエリの内傾度がさらに強まる。蓋杯に認められる当て具痕はほぼこの段階をもって終息する。高

坪には短脚の高坪 A類と長脚二段透孔の高坪 B類とがある。このうち高坪B類には、上・下段の透

孔の聞に 2条の平行沈線がめぐる。この段階の沈線は、むしろ沈糠間の稜を強調するために施文され

たとみられる。このほか、下段の透孔の直下にも 1条の沈線がめぐる場合がある。八橋第8・9遺跡

SI6はlli---....-X期と年代幅をもつが、 VI期に中心が求められる。

土師器は前段階同様に嚢A ・B・C類が共存関係にあるが、 C類が主要器種となってくる。餐C類

は、頭部の括れが小さく、胴中位に最大径を有する球胴形に変化する。口縁端部が先細りする C2類

ウ
t円。
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が安定的な組成を示してくることがVI期の特色である。 SI3・6・25出土資料が該当しよう。

八橋VII期 大高野 3号墳西側周溝(大賀1992)・上種第 6遺跡 SI25を基準とする。坪蓋 A2・A

3類はほぼ姿を消し、肩部の稜が不明瞭な A4類が大半となる。この時期の坪蓋 A4類は、肩部直

上を浅く窪ませることで肩部を表現した事例がほとんどである。つまり、調整段階(三次成形)での

ヨコナデを省略し、遠心力を伴う回転ナデ(二次成形)だけで肩部の境界を表現しようとしたためで

あろう。坪身 A2類は、カエリの短小化とともに口唇部の先細り傾向が強まる。 VI期から引き続き、

長脚二段透孔の高坪B類の脚部には 2条の平行沈線がめぐる。ただし、 1条の幅が広く浅くなり、沈

線聞を突帯状にしようとの意識が薄れる。躍は頚部のすぽまりが強くなり、胴部最大径の位置が肩部

付近へと上昇する。胴部下半は回転ヘラケズリが一般的になる。底部は依然として丸底ではあるが、

胴部との境界も識別できるようになる。八橋第8・9遺跡 SI21は出土量が少ないものの、床直出土の

頚部がこの時期の形態と類似し、刊期に所属する可能性が高い。

土師器については、本遺跡では南谷部土器集中ブロック 1一括資料が該当する。その組成は護 A

類と C類が共存関係にあるが、前者の有段部は丸味を帯びて退化し、むしろ胴部が球胴形を呈する

饗 C1類が主体となってくる状況を示しており、前段階と基本的な変化はないものと考えられる。他

の器種として、同様な変化を示す饗 A' 類、口縁部が緩やかに立ち上がる瑞C類も認められる。

八橋VIII期 大高野 2号墳墳丘および南側周溝(大賀1991)・笠見第 2-1号墳石室内(大賀

1995)・上種第 6遺跡 SI22のほか、下斎尾 1号遺跡試掘第 3トレンチ検出の落込み状遺構(大賀

1987)などの出土資料がある。坪蓋は、引き続き A4類が主流だが、刊期に比べて肩部直上のくぼ

みが浅く弱くなり、肩部をただ屈曲させただけの事例も増える。題は、頚部のすぽまりがさらに強ま

り、口縁部に向かうにつれて急速に外反する。また、肩部の張りがさらに強くなる一方、外面では頚

部から胴部への移行が連続的となる。底部はさらに平底に近づくが、依然として凸面をたもつ。

土師器は、翌C類から D類へ移行する変換点である。上種第6遺跡 SI22では、口縁部径が胴部径

よりも大きく、頚部内面に明瞭な稜を形成する D1類と頭部内面が丸味を帯びる D2類がみられる。

vn期をもって聾A ・C類はみられなくなり、以後費D類が主要器種となってくる。VJ[期に至ると土師

器の器種構成に大きな変化が起こり、高坪・脚付班・班などの他の器種は本遺跡においてみられなく

なる。

八橋IX期 VI・刊期以降、坪蓋 A類・坪身 A類は次第に小型化してきたが、さらにその傾向が顕

著になる o しかも坪蓋天井部や坪蓋底部の回転へラケズリに代わって、ヘラギリ未調整が主流となる

(杯蓋 A5類・坪身 A3類)。杯身・坪蓋のへラ記号や高杯脚部の擬似透孔が目立つようになるのも

この頃である。聴は、頚部の外反がさらに強まる。注目すべきは、新器種の参入によって器種組成に

大きな変化が生じることである。すなわち、口縁部にカエリを持ち天井部に乳状のツマミを付けた小

型の杯蓋 B類が出現する。さらに高台坪(杯身 C類)が参入する。環状ツマミの付いた坪蓋 C類は、

高台坪に伴うものである。医期の杯蓋 C類の口縁部形態が分かる資料を欠くが、口縁部内面にカエ

リが付いた C1類が主流とみられる。いずれにしても、新規参入した器種の出土頻度はきわめて低い。

さて、医期はさらに細分できる。古段階は坪蓋 A4類・坪身 A3類がともに幅広・璃平で、坪身

の最大径が12cm前後のものが多い。代代 1号墳周溝や第 2土墳墓(亀井1977)・塚本8号墳土坑(大

賀1987) 出土資料を基準とする。塚本 8号墳前提部もこの時期を中心とする。八橋第8・9遺跡では

SI10がこの段階に属する。また新段階では、坪蓋 A4類・杯身 A3類ともに口径がさらに小型化が
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進み、幅狭となる。坪身の最大径が10cm前後のものが多い。八橋第8・9遺跡 SI1・上種第 5遺跡 SI9・

井園地頭遺跡 SI3・同 SK33出土資料が基準となる。

本遺跡からは、 SI1・南谷部土器集中ブロック 3で土師器の一括資料が得られている o 口縁部が大

きく外反し、頭部内面が「く」宇状に屈曲する聾D類は、胴部径よりも口縁部径が大きくなり、口縁

部外面はヨコナデ、胴部はハケメ、内面は口縁部ヨコナデ、胴部はヘラケズリ調整が施される。頭部

内面に稜を形成する D1類と丸味を帯びて外反するD2類の二者が認められるが、前者が多い傾向で

ある。口縁部径の大型化とともに胴部が球胴形から長胴形へ変化する点が、大きな指標となろう o

八橋X期 杯蓋の小型化がさらに進むほか、環状ツマミの坪蓋 C類や高台坪(高坪 C類)が安定

的に出土するようになる。坪蓋 C類は、口縁部が屈曲した C2類が主流となる。また、擬宝珠ツマ

ミの杯蓋 B類も依然として存続する。 x期はさらに細分できる。古段階は、坪蓋 B類のツマミの形

状がボタン状を呈する。井図地頭遺跡 SI4・SD4のほか、八橋第 8・9遺跡の SI22・SI16がこの時

期を中心とする。一方、新段階になると坪蓋 B類は全体に肩平化が進み、ツマミの形状も肩平化する。

本遺跡の SI4が相当する。

土師器は費 D1・2類が存続し、前段階と大きな変化はみられない。八橋第8・9遺跡 SI4の資料

が該当しよう o また、本遺跡で欠如する杯・皿・鉢の一群として倉吉市福田寺遺跡1号土坑一括資料 (X

期 古段階)を参考資料として提示しておきたい。(小口・北島)

5. 併行関係と地域色

(1) r八橋編年」の併行関係

上記の変遷を踏まえ、先学によって構築された東伯書・西伯香・出雲地方の諸編年と須恵器編年の

骨格となる「陶邑編年」との併行関係を見ていきたい(表78)。

八橋 111期 長脚高杯出現以前で、天神川編年E期(牧本1999)・陰田編年 1期(萩本・佐古

1984)・青木編年 X期古段階(清水他1978)・大谷編年 1期(大谷1994)・山本編年 I期(山本

1971)・ TK47(田辺1981)にあたる o

八橋IV期 蓋杯は大型化し、長脚高坪が出現する。この時期は、天神川X期・青木X期新段階・陰

田2期・大谷 2A期・山本E期・ MT15"-'TK10に想定される。出雲地方では先駆けて稜の形骸化が

始まる。

八橋V期 古・中・新の 3段階に分かれ、本遺跡では古段階から稜の形骸化が始まる。坪蓋の肩部

直下をヨコナデして稜を表現するものが主流になり、西伯者では出雲地方と同じ 2条回線で表現す

る。この特徴は天神川X期・陰田 2"-'3期・大谷 2A"-'2B期・山本E期に該当し、 TK10に推定さ

れよう。中段階は蓋坪にみられた口縁端部の面が蓋には残り、身は端部が丸みをもっ傾向を見せる。

この時期は陰田 3期・大谷 2B期・山本E期に相当する。新段階は古・中段階でみられた特徴がより

顕著になり、部身カエリの口唇部が先細りする傾向がみられる。この時期は陰田 3期・大谷 2C期・

山本E期に対応し、 MT85に想定される。

八橋VI期 杯蓋は肩部の稜が残り、身は口縁端部の面が消失する。長脚高杯に二段透孔が安定的に

みられる。これは陰田4期・大谷 3期・高広編年 1A期(足立・丹羽野1984)・山本E期に該当し、

TK43に推定される。

八橋VII期 蓋の稜がほぼ消失する。当地域では清部直上を強くナデて窪ませることで天井部と口縁
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第 5章考古学的考察

との境界を表現し、西伯書・出雲地域では 2条沈線の退化がみられる。腫は長頚化し、肩部の張りが

目立つ。この特徴は陰田 5期・大谷4期・高広 1B期・山本E期に比定され、 TK209に想定されよう。

八橋VIII期 天井・口縁部の境界が不明瞭で、陰田 8 期・大谷 5 期・山本E期・ TK209~217に推

定される。

八橋IX期 古・新の二段階に分かれ、古段階は坪蓋の小型化が進み、蓋に宝珠ツマミが現れる。こ

の特徴は青木の奈良 1期・陰田 7期・大谷 6古期・高広 IIA期に該当する。新段階は、杯蓋が最小

化し、高台坪・環状ツマミが現れる。これらは青木の奈良 2期・陰田 8期・大谷6新期・高広 IIB期・

TK48に相当する。

八橋X期 古・新に分かれ、坪蓋はカエリが退化し、環状・乳頭状のツマミがみられる。この特徴

は青木の奈良 3期・陰田 9期・大谷 7期・高広illA期に該当する。新段階は高台杯が多く、ボタン

状のツマミも現れる。この特徴は青木の奈良 4期・陰田10期・大谷 8期・高広illB期に相当し、 X

期は MT21に推定されよう。(北島・原 )

( 2 )須恵器の地域色

つぎに、八橋編年をふまえ、東伯書における須恵器の地域色を述べる。

西伯書・出雲に一般的な坪蓋眉部の 2条沈線は、東伯蓄の八橋第 8・9遺跡ではあくまでも少数派

で、肩部直下のヨコナデが主流をなす。ただし東伯町内の笠見 3 号墳周溝では、八橋VI~刊期の須恵

器に 2条沈線の坪蓋が多く含まれていた。大谷編年の出雲3・4期に相当する資料である。遺跡によっ

て受容差が認められる点は興味深い。

このほかにも西伯書・出雲との相違点を指摘できる。例えば、長脚高坪(高坪 B類)をみると、東

伯書ではラッパ状に大きく外反して聞き、脚部の付け根はほぼ垂直に杯底部と接した例が多い。一方、

西伯書以西では直線状に聞いた後、脚裾付近で短く強く外反し、脚部の付け根はわずかに開く傾向が

ある。しかも、東伯書の長脚高杯の透孔はほとんどが長方形で、透孔を省略した場合も多い。ところ

が西伯者以西では長方形透孔のほか縦長三角形のものも多く、透孔を省略した例は少ない。さらに東

伯蓄の長脚高坪は有蓋高杯がほとんどで、小型のU字形坪部をもっ無蓋高坪はさほど多くない。一方、

西伯書以西では両者が安定して出土する。このほか西伯者以西では、半球形の坪部をもっ高坪には長

脚のものと短脚のものとがある。ところが東伯書では、短脚のものだけでほぼ占められる。また東伯

書では、短脚の有蓋高杯(高坪 A1類)が八橋町期以降も存続するが、出雲・西伯書では類例に乏しい。

このほか、題にも地域差を指摘できる。すなわち、西伯者以西の趣は頚部が比較的短く、底部も平底

傾向が顕著である。その一方、東伯書では頚部が比較的長く、底部も平底化を志向しつつも白面を残す。

ただし、頚部の長大化のピークや肩部の張り具合の変化は、両地域で連動した動きをみせる。

こうしてみると、東伯書の須恵器は西伯書・出雲からの影響がさほど顕著でないか限定的である。

その要因としては、松江市大井窯跡群やその影響を受けた地域色の強い製品が西伯者・出雲で流通し

たのに対し、東伯書はその流通園の外縁地域にあたるためであろう。土師器をみても、西伯書以西で

は有段口縁聾が八橋E期併行にはほぼ消失するのに対し、東伯書ではVII期まで根強く残存する点も興

味深い。むしろ西伯書との関係が強まるのは、環状ツマミの杯蓋を共有する八橋区期からではないか。

擬宝珠ツマミの坪蓋が普及した因幡とは対照的であり、高台坪の形状も因幡とは異なるようである。

ただし、環状ツマミの蓋坪の広域普及が、流通園の拡大によるのか、製品の移動を伴わない製作規範
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第 1 節八橋第 8 ・ 9 遺跡における 6~7 世紀の土器編年

の共有を意味するかは検討すべき課題であろう。同様のことは、東伯書出土の肩部2条沈線の坪蓋に

もいえる。そのためにも製作技術の微視的な観察と、自然科学的な胎土分析との連携が望まれる。(北島)

6. おわりに

本稿では八橋第 8・9遺跡の住居跡や集積ブロックなどの一括資料に加え、周辺地域の資料を補充

しながら 6~7 世紀の土器変遷をm~x期に 8 大別し、さらにV期を 3 細分、1X .X期をそれぞれ

2細分した。また、周辺地域の土器様相との対比から、東伯地方の地域色について指摘を行った。資

料が蓄積されつつあるなかで、当該期の土器編年はようやく緒についたばかりである。

今後は、さらに周辺遺跡の資料を援用しながら編年の整備を図っていくとともに、本成果から集落

論や地域社会の構造といったテーマに取り組んでいきたいと考える。 (小口・北島・原)
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第 5章考古学的考察

第 2節 八橋第 8・9遺跡の形成過程と周辺遺跡群

小口英一郎 北島大輔 原あづさ

1.はじめに

八橋第8・9遺跡において、 6'"'-'7世紀代に帰属する遺構として、竪穴住居跡23棟、掘立柱建物跡

8棟、土坑10基が検出されている。その他、時期特定はできないものの、ほぽ同時代と想定される柵列・

ピット列も認められる o それらは遺構同士の重複関係や土器型式のあり方から数段階の変還を追うこ

とが可能である。ここでは、各遺構群の変遷と一時期における集落景観を明らかにし、さらに周辺遺

跡や古墳群との関係から東伯書における八橋第8・9遺跡の性格を考察したい。(小口)

2. 八橋第8・9遺跡における古墳時代の集落構成

(1)竪穴住居跡の検討

a. 竪穴住居跡の分類

6'"'-'7世紀に位置付けられる竪穴住居跡は23棟検出されているが、その形態や住居構成要素はさ

まざまである。まず住居の規模について長軸と短軸の長さの比率をみてみると、大きく 3つのグルー

プが抽出できた(表79)。最大規模を誇る SI20の床面積は36.9ばである。これを A グループとする。

次に20'"'-'25ぱの床面積にまとまる SI1・ 2・3・14・15・18・19をBグループとしたい。 19ぱ以

下の SI5・10・13・21・25がCグループに該当する。

さらに A'"'-'Cグループのなかで、平面形態、柱穴配置、その他ピットや焼土面といった構成要素

から以下の4類の細分が可能である。

1 (1)類:平面形態は方形、 4本の主柱穴があり、その他に特殊ピット、壁周溝、床溝、焼土面

などもみられるもの

1 (2)類:上記の属性に加え、主柱穴間に大形のピットを有するもの

2類:平面形態は方形、 1'"'-'2本の主柱穴があり、その他に壁周溝、床溝、焼土面などもみられるもの

3類:平面形態は方形、主柱穴は不明であり、その他に壁周溝、焼土面などを有するもの

b. 竪穴住居の構造

A 1 (1)類の SI20の特色として一辺が6.4mX6.3mを有し、本遺跡のなかで最大の床面積を誇

る。西壁から P3・4に向かつて仕切溝が延び、南壁中央に幅 1mの床溝が配置され、その間隙に径

30cmほどの焼土面を形成している。本遺跡のなかでは、通常南・南西壁中央に浅い皿状ピット、す

なわち「特殊ピット」を有する住居跡が多かったが、 SI20では特殊ピットは確認できなかった。また、

径30cmの焼土面は中心部が撞色、外縁部が赤褐色を帯びる同心円状を呈し、焼土断面においても 7

cmほどの被熱部が認められたことから、長時間にわたって安定的に火床として使用されたことがわか

る。他の住居においても 2'"'-'3ヶ所の焼土面が確認されているものもみられるが、本住居ほど安定的

で、その拡がりが均一であるものは認められない。また、住居の規模に比例して主柱穴の深さが床面

から60cm弱と深いことも上屋構造を支える意味で対応関係を示している。本住居からの出土遺物は

少ないが、他の住居とは異なった性格の違いを暗示させる。

B 1 (1)類は、 SI1・ 2を除き本遺跡の丘陵部に多くが構築されている。平面形態は方形であ

り、 4本の主柱穴を基本的に有し、床面に少なくとも 1ヶ所以上の焼土面がみられる。また、壁周溝
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がめぐるものも多く、南~南西側に特殊ピットを

有する住居が 5棟確認されている。いわゆる特殊

ピットの性格については、内部から高坪や特殊遺

物が出土する事例がみられることを根拠に屋内祭

記に関わる施設とする説(岩崎1998) と、入口

部に伴う施設(馬淵・根鈴1985) の大きく二者

に分かれる。本遺跡における特殊ピットの形態は

径70'"'-'80cmの楕円形が多く、深さ 5'"'-'30cm、断

面形状が播鉢状を呈している。その配置は、南~

南西壁中心部を穿つものが多く、仕切溝を伴うも

第 2節 八橋第8・9遺跡の形成過程と周辺遺跡群

表79 竪穴住居の長軸・短軸比
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8 

のは存在しなかった。遺物の出土状況は、 SIl5・19で埋土中から土器や砥石などが出土しているが、

その他の住居においてピット底面での出土はみられなかった。また、両住居では特殊ピットに続くよ

うに硬化面が検出されていることから、居住者の頻繁な移動に繋がりがあるものと思われ、祭相関係

施設とするよりも入口部に伴う施設構造の一部と考えたい。

B 1 (2)類は主柱穴間に大型のピットを配置する SIl4・19が該当する。ピットの平面形態は概

ね楕円形で径O.7'"'-'l.Om、深さ0.4'"'-'O.5mと土坑に近い。埋土のあり方も、主柱穴が柱痕を残す状況

が確認されるものが多いのに対して、レンズ状の自然堆積が一般的であった。したがって、住居の上

屋構造に関するものとするよりも、貯蔵穴などの性格を有するものとして捉えたい。類例として泊村

表80 竪穴住居計測表

{主活名 分額 時期 (床{面主喜擦重高)主的 平h防庁2態時i市綴 焼t主主主停総X~短斡 主柱穴 地土泊I 閤化活 貼!キ; 堕防l静 持掠ピット 仕明滑 儲考

I SIl 181(1) 咽 .IX J -9 N-30令-w 正方形 20AnI 4.53m X4.50m 4本柱。 球援留に北各寄1~・1北罰 なし あり なし なし なし 須付時臨骨・量主翼(昂・滋重量・・主2f蓄F身に・鉄高怒郎品・議、鉄蕊湾・、鍵j)玉土、師石号'E号明匁
49.0m 

S12 B1(I) V 
J -9 お-36'-E 正方醇 19.8nl 4.55m X4.35m 4本性 床努面iこ中7央所~笈 なし あり [ 北授墜(業一銃部)・あり なし 安芸1車総〈坪蓋 郎身〉、土師裕〈高却・翠)
48.7m 

SI3 sl(日 N 
G -12 お-42'-W !E::JJM 20.4ni 4.90m x4.16m 4本位 なし なし なし 東悶 あり なし 談関付窓瑞器(昂拝・室長怒持身・慰)、 土師路〈宝聖 路坪・
50.9m 落)

S14 C3 X 
J -12 

;宮町36合時 w 方酔 (6.7m') 2.58m X-m  不明 なし なし ア~し なし なし なし 須土師車器需{(昨郎議・開・付2主出・・却5塁身)ー荷台時・高郎・蛮〉、
49.9m 

SI5 C2 、宜 1 -12 
N-31'-E 正方市 13.2m 3.72m x3.56m 2'ド住 正面中央 なし なし | 北(秀{竪西は不前努理) なし なし 須感泣(年輩)、土師持(曳・塙)

51Arn 

SI6 C3 、百 K -13 
P;-40'-E 方1官 ni mX-m  不明 なし なし なし Mυ現 なし なし 須認郎Ja器・警護()押蓋・坪身・商郎・魁)土師鵠{却・察・

50.5m 

S17 C3 、百 J -13 N-34'日 E 二万部 {15A凶} 3.92m X-m  4本柱 庶面中央 なし あり 北(東畏西iま不成明皮) tJ:C あり 須臨時(高坪)、土師路〈震〉
51.6m ただし 51261こ師同する可能性あり

SI8 C3 N 
K -13 S -41孝一 E 方都 ni mX刊叩 m 不明 床面中央 なL fよし なし なL なし 土防総〈主主)
50Am 

S19 C3 、百 1 -13 
~由41'由 w 1f斤3 (20.6nU 4.54m x-m  不明 床街中央 なし あり 北(南・'"筒iま-不Q明t堕) え注し なL 須A[(器(J":{>蓋・昨身・i現時)、1師路(昂・荷主ヂ・現・冠)

5L3m 

SI10 C3 四.IX H -9 
N-31'-W 同丸15醇13.2m 3.80m X3.48m 不明 なし なし なし 北，東・酉 なし なし 須恵訟〈坪蓋・坪身・両坪〉、土師器(摂)

50.2m 

SI11 ! 
F-14 :¥-40含-w間丸方陪 (lG.5rd) 4.06m X-m  4本位 なし なし なし tJ:し なし なし 弥生土諒〈穏)
50.2m 

5112 3 
H -8 円形 9，201 3.52m X3.30m キミ明 I ~寄反問の各1 西R持 なし あり 北東南 なし なし 弥生土器(喪・碍台)
49.7m 

SI13 C2 VI 
1 -14 ]¥-24守一 E 正方形 (J3Bnu 3.72m X-m  2本性 床面中央に あり たみし E{音Jt壁楽i立不街喫52} なし なし E商且(:m(坪蓋)、土師器{寝・鼠〉
52.1m 3関所

SI14 B1(2) 、y G -13・14!可円21'-E IE方市 23.51rl 4.90m X4.S0m 4本位 | 床蹴附附寄諮酢附iに=計4山i6 闘所 なし なし
全周〈北西 あり あり |制遊緩感邦(坪・日悶・庖身〉・翠臨機籾、土師器(裂・

5L3m 隅は間欠〉 (3飼暁)

SU5 81(2) V 
G -13 

N-25'-E 正Jj陪 2L5rrl 4.80m X4.48m 4二本位 障面中央 なし なし 北E君 あり なL 議車器(時蓋)、土師器〈坪〉
51.4m 

SI16 C3 X J -14 
~ -39孝一 E Jjm (9.7nU 3.11mX-m 不明 なし なL あり 四壁 なし なし 須恵器〈高台坪)

52.2m 

S117 且
1 -14 N-26今日 E 同丸方市 26.Gm 5.1801 X5.14m 4本相 I~ミE附3五北時寄に なし あり !全雨周宮国{棚間欠) なL なし 弥生土器〈褒)
51.9m 

SI1S 81(1) 、，1 G -14 ;-;--41'-E 正方形 (25.2ni) 5.02m x-市町1 4本住 なし なし なし i北(沼壁茨は不隣移1) なし なし 土師詑〈高部)
51.3m 

SI19 81 (]) JV 
G -15 お叩23'-E同丸方市 25.2m 5.06111 x 4.97m .1本柱 床面中央 あり なし 南慰のみ あり えよし 芽I草~2:守(部身・恩)、土師器(培・ 2翌)
51.2m 

SI20 A1(1) V 
H-14 

X-31'-E 正方形 36.8n{ 6.0901 X6.05m 4'伝性 五務友誼翌'岳P炎l恩亥月野警 なし なし Iほ5託・策金緊綱[習欠協) なし あり !it>1.l器(部翠・針作身.!ヨ)、土師訟〈翠)
51.7m 

S121 C2 、官 L -8・9 お -32~- W 正方形 lG.2nl 4.03m X4.02m 2本柱 床面中央 なし あり 北四隅 なし なし 須慰訟偲)、土師器(璃翌〉
48.1m 

S122 C3 X 
J-11・12

~-35令市 w 方醇 (5.2rri) 2.27m x-m 不明 なし なし あり なし なし なL 須高底坪)滋(邦議・郎身潟台坪向昂)‘土師路〈寝・
49.8m 

5I23 C3 不明 J -13 お-lS'-W ;jID 03.54rrO 3.68m x-m  不明 なし なし えZし |北(酉fお東ま不南明翠) なし なし
51.3m 

S124 C3 不明 J -13 N-40佳-w 方形 nl mX一品 m 弓ミ1列 なし なし なし |北否竪・京;立竪不明〈衛)・t.c.l.， なL51.6口1

S125 C3 、百 E -12 
~ -19号一 E 正方市 11.5rri 3.58m X3.22m 2'ド柱 床面中央 あり なし 全珂 t.し なし 須恵2苦(騎瓶)、土師器{現・脚NJ閉

49.7m 

S126 C3 不明 J -13 
N -25'-E 方市 -m  mX-m  4本柱 t~ し なし なし 宙庁、開総 t~ し なしー

」←…

円。
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第 5章考古学的考察

石脇第 3遺跡森末地区 SI02があり、その性格について埋土や形状から屋内貯蔵穴の可能性が指摘さ

れている(牧本1998)。

Cグループは、斜面上の立地や撹乱などにより一部壁が削平され、正確な面積や形態が不明なもの

も含んでいる。また明確に l類といえるものは検出されなかった。 C2類は SI5・13・21・25が該

当し、主柱穴が 1"-'2本のものが多いことが特徴の lつとなっている。床面中心部には焼土面がみら

れ、 SI13・25では硬化面を形成していることから、使用頻度が高く、比較的長期間の居住活動を伴っ

た結果によるものと思われる。 SI6・8・22のなかで、被熱痕跡が認められたのは SI8のみであり、

いずれも柱穴として捉えられるピットは検出されなかった。

大型住居である A類を除き、本遺跡においては B.C類がその主要な構造物となる。このなかで、

B類は丘陵北西部にほぼ主軸を同じくしてまとまりを呈している。さらに、丘陵部と斜面部に構築さ

れる B類と C類が対となっている時期もみられ、集落における集団構成を考える上で興味深い現象

で ある。( 小口)

( 2 )掘立柱建物跡の検討

a. 掘立柱建物の分類

ここでは、八橋第 8・9遺跡における古墳時代以降の掘立柱建物について検討してみたい。

弥生時代後期の SB9を除く 8棟の掘立柱建物が築かれた範囲は SB4を北端に調査区西側の丘陵

上の直径約40mの円内に納まる。掘立柱建物の集中区域(以降 集中区)内には異なった主軸方向

を持つものや、住居跡の重複関係を有するものがあり、いくつかの時期・グループに分けることがで

きる。そこで集中区において検出した掘立柱建物と、それらに関係があると推測される柵列などにつ

いて、重複関係や建物の方向を考慮しながら検討していくこととする。
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第150図 八橋第 8・9遺跡の掘立柱建物群
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第 2節 八橋第8・9遺跡の形成過程と周辺遺跡群

まず、集中区内の掘立柱建物は主軸方向からA ・B群とその他の建物の3つに大別できる。

A群:主軸方向がN-62"-'650 

- W、丘陵上で最も高い平担部に位置し、 SB2・4が該当する。

B群:主軸方向がN-50"-'55
0 

- E 、A群よりも東側の緩斜面上に位置する。 SB6・7と柵列 1・

2は主軸をほぼ同じくしていることから一連のものと推定される。

その他の建物:SB 1・3. 5・8・9が該当する。 SB3は南谷部に面する緩斜面上に位置する。

A.B群に属さない建物で SB1・3・5・8・9が該当する。 SB3は丘陵よりも南

西に下がる谷に面した緩斜面上に位置し、集中区から50m東には SB9がある。

b. 掘立柱建物の構造

A群 SB4は床面積が46mあり、本遺跡における大型建物に属する。隣接する SB2は床面積が7.6

ぱの小型建物である。 SB4は、 SI17 (弥生時代終末~古墳時代初期:八橋E期)と SI13(古墳時代後期:

八橋VI期)の埋土を削って構築されている。 SB4ピット内からは、肩部にカキメが入る須恵器の躍

などもあるが混入の可能性が強い。また、 SB4-SK 1出土遺物には、車輪状当て具痕のある須恵器

饗のように古墳時代後期~平安時代にあたると推定される遺物もあり、周辺住居跡との切り合い関係

から見ても構築時期は古墳時代後期以降の遺構と想定されよう o また、 A群の建物は SI13・17廃絶

後から SD6・8が作られる以前の聞に存続していたと推定される。

SB4とSB2は、桁行の一方(北東辺)に柱数が多く、それぞれ同様の配列となっている。類例は

東伯町森藤第 1・2遺跡(大賀1987) の掘立柱建物30号(北西辺の柱穴が 1基多しミ)にも認められ

る(第151図①)。このような構造を持つ原因として、自然環境や建物利用などの理由があげられる。

前者の場合、丘陵上に立地する集中区は海からの風を強く受けるため、風が当たる面を補強する目的

があったと想定される。後者は、柱穴が多い側に出入口があり、人が移動する重圧を支えるために一

部が束柱として機能した可能性が推測される。そのほかに、 SB4は他の掘立柱建物にはない特徴が

見られる。北東辺に沿って直線的に並ぶ 3つの柱穴列は、建物に構造物(部分的な庇・階段・縁など)

が付属する可能性があろう o SK 1・2は大きな面積の床を支える束柱か、もしくは屋根を支える屋

内棟持柱になる可能性が想定される。このような身舎内に 2本の柱穴を持つプランは倉吉市不入岡遺

跡群(根鈴1996) のSB36にもみられる(第151図②)。

B群 SB6は南東辺が一部削平を受けており、床面積が57.5mの本遺跡で最も大きな建物である。

SB7は現状ではコの字状を呈しており南東辺は削平されているが、 SB6と住筋を同じくしていた可

能性が想定される。 1間X4聞の場合は床面積10.4m、南東辺を SB6と同じくした 2問X4聞の場

合は床面積19.5ぱとなる。 SB6・7の構築時期は SI5とSI9・23・24を掘り込んで構築されてい

るため古墳時代後期以降、さらに SB6と主軸・柱穴問距離が近似する柵列 1は、古墳時代終末期の

遺構とみられる SI4・22を壊して構築されていることから、これら B群は古墳時代終末期以降に建

てられたと推定される。存続期間・廃絶時期を知る資料は確認されなかった。

SB6・7は柱穴の平面形・大きさ・中心問の距離が違うため、それぞれ独立した建物のようにも

見える。両者は一定期間内に拡張・建替が行われた新!日関係にあった可能性が推測される。また、

SB6・7を1つの建物とするのも一案であろう。 SB6・7は主軸を同じくして「入れ子」状になっ

ており、① SB7を身舎または建物本体として外周柱穴列 (SB6)が巡っていたと推定すると、庇-

軒支柱・階段・縁などの構造を持つ建物、② SB6を建物本体として SB7が床を支える機能の住穴

列であったとすると束柱・床束建物、③屋根を支える機能の柱穴列であったとするならば、島根県芝

に
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考古学的考察第 5章

(第151図④)にもみられるような屋内棟持柱を持った建物の可能性原遺跡(吾郷ほか1989)SB 3 

ただし、外側にある SB6の柱穴の方がしっかりとした掘り方を持つことに留意したい。もあろう。

①の構造を持つ場合、多くの外周柱穴列は身舎・建物本体の柱穴と比べて小規模もしくは同規模であ

(山中2003)構造的に矛盾する。束柱建物の場合はさらにその差が大きくなる。②・③においてり

は柱筋と柱穴の並びが沿わない。特に③の屋内棟持柱は梁方向の柱筋からほぼ等間隔に配置されるこ

また柵列 1・2とSB6・7とは主軸方SB6・7の場合はその可能性が低いといえよう。とが多く、

関SB6の桁行方向と柵列 1の柱穴中心聞の距離は約 2mと近似することから、

連のある遺構と推測される。

その他の建物

向をほぼ同じくし、

一部の柱SB 1は床面積57.5ぱを測り、本遺跡の中で 3番目に大きな建物である。

穴は布堀りで、現状ではコの字状を呈しているが、南東辺は削平を受けた可能性が想定される。 SB

これらSB8は床面積5.8ばである。3は床面積7.5ぱの小型の総柱建物である。 SB5は床面積5.3rrL

関連するとは想定できない。は主軸方向が異なり柱穴の配列にも統一性がなく、

SB 1はSI26の遺構を壊して構築されている。布掘りの柱穴から出土した甑の把手は混入の可能性

もあるため、遺物から建物の時期やSI7・26との関係は判断しがたい。布掘り柱穴は建物の北側に 1ヶ

中山どちらも布掘り下底面から更に柱据付穴を 1段掘り下げる形態をとり、所、西側に 1ヶ所ある。

(中山2003)。北側は 2ヶ所の柱据付穴があり西側は 3ヶ所の柱分類E類もしくはE類に該当しよう

据付穴がある。部分的な布堀り柱穴であること、建物内部に上部を支えるような柱穴が見られないこ

また、北側の柱穴列の一部に柱間隔が若干広くなっとなどから壁立建物の可能性が想定されよう o

これが出入口に当たると推測すると平入りの構造であった可能性もあろう。 SB3は2間×ており、

2聞の高床倉庫的な建物と推定される。その理由として柱穴中心聞の距離が約1.4mと本遺跡内では

柱間隔が狭い建物であること、建物の中心に位置する柱穴は他よりも若干浅く小型であることから、

束柱の可能性が挙げられる。柱穴出土の須恵器の杯身から SI6とほぼ同時期の可能性が窺える。 SB

集落内掘立柱建物平面形
30 

ロヘ'" '"円円円1;lo. 1;lo. ~ 1;lo.句句句句句 fo fo fo fo 
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集落内掘立柱建物の床面穣

10 

③ 

① 森藤第 l・森藤第2遺跡

掘立柱建物30号
窃不入岡巡跡群 SB36
③ 不入問遺跡群 5B36 
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5はSB1の北辺と交わり、 SB8も

SB2とほぼ直交するが、出土遺物

や住居跡など時期の目安になる遺構

との切り合い関係がないため、時期

や性格は判断しがたい。

c. 周辺遺跡との比較

本遺跡の掘立柱建物の性格につい

て、出土遺物、主軸、周辺遺跡の掘

立柱建物との比較しながら若干の検

討を行いたい。まず、掘立柱建物か

らの出土遺物は合計 8点とわずかで

ある。その中から言えることは、①

墨書土器や円面硯など官街的色彩を

見せる遺物が出土していない。②瓦

など寺院的な色彩を見せるものは出

土していない。③遺物出土量から見

て大勢の人が生活をしていたとは推

南 ぺ定しがた川主軸方向については
谷部

/白人IA・B.C群とも真北は意識してい

八橋 i期:

q5=1 : 1000~ 2Q? 

L-L 
八橋 11期: 丘陵平坦部のほぼ中心に位置するS117が該当する。本期をもって

八橋集落はしばらくの問、断絶する。

ト
/ 

南谷部 / 

T 白
土器集中プロツウ 2

\~ 

iF手空室霊童些i¥ふf盆乙ムー「ー ¥ -L 

八橋 III~IV期 m期に帰属する遺構は検出されなかったが、北谷部包含居中から当該
期の土器が散見される。 N期iこ至り、丘陵平垣面に位置するS13・
19が構築される。八橋集落において居住活動が再開された時期である。

第152図 八橋第 8・9遺跡における遺構変遷図(1)
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第 2節 八橋第8・9遺跡の形成過程と周辺遺跡群
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ない。主軸方向が分かれる理由とし

て、①各群が構築された時期ごとに

意識する方向が違っていた、②緩斜

面上という地形的原因から等高線に

沿うような形で構築した、が推測さ

れる。

周辺遺跡の掘立柱建物との関係

については、森藤第 1・2・3遺

跡、水溜り・駕寵据え場遺跡(大賀

1988) などの東伯町内の古墳時代

から 7世紀末'""-'9世紀の掘立柱建物

とを比較した(第151図)。

建物の規模は、森藤第 1・2遺跡

では 1間X2聞や 2間X2間よりも

2間X3聞の建物が著しく多い。床

面積は15'""-'20ぱが最も多く、最大

床面積は40'""-'45ばである。森藤第

3遺跡の場合も同様の傾向がみら

れ、 2問 X2間以上に 2間X 3間



床面積も 15"""20

最大床面積は25"""3 Orrlで

水溜り・駕龍据え場遺跡は

床面積も30

床

そ

これらの建物は比較的に柱筋

面積では45"""60rrlの他の遺跡には

して、

八橋第 8・

平面形では 3間×

3間X6問、

みられない規模の建物である。

IIfを超えるものはない。

5問、

小規模な建物が多く、

4間X5問、

が多く見られる。

9遺跡の場合は、

rrl多く、

ある。

考古学的考察

丘i凌平垣面北西側に居住域が集中する。 SIl4・15・20の3棟は同
時併存したのではなく、出土土器の検討や住居の立地から、 SIl5
→SIl4→SI20と変遷していったものと考えられる。
また、南谷部を望むSI2がSI20と併存する。

主主/ σ 

手以 て7j

北 j 百乍~ばi 丘陵部
谷 /

円:ダ二
/♂ 

第 5章

柱の掘り方の形状がの通りがよく、

したカtっ

本遺跡の掘立柱建物は古墳時代

期は、

A群と B群との時

大きく 2時期に分かれて

重複する住居跡との比較から

大きく異なるものはない。

構築されており、

後期以降、

て、

若干B群が新しいと思われる。それ

までの竪穴住居を中心とした集落と

は異なった性格を有した可能性が窺

3. 

(原)

遺構群の変遷

えるのである。

丘

陵部を主要な居住域として分布し

八橋第 8・9遺跡の遺構群は、
3 主主

引き続き丘陵平坦面に住居吐SIl3・19が構築される。住居形態A.
B類に加え、新たにC類が出現し、 B類と C類が共存関係を示して
いる。

八橋VI期:

さらに細かくみていく

③南緩斜面、④南谷部南側の斜面の

大きく 4ブロックに分けることがで

i期 丘陵北西部と先端部に位置

きる。住居跡群と掘立柱建物跡群の

前節の土器編年を踏まえ同

本遺跡の

時存在が予想される遺構群の変遷を

②北西緩斜面、

する SIl1・ 12によって、

①丘陵平坦面、

追ってみたい。

ているが、

と、

検討と、/
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居住活動と北谷部の包含層が形成さ

れ始める。 SIl1は隅丸方形、 SIl2

いずれも弥生時代後

期後葉(清水編年V-3様式)に比

は円形を呈し、

刊に至り、居住域に変化が生じる。 SI5・6・9・21は、南谷部
を望む緩斜面に位置し、南谷部の利用が密接に関わっていたことを
推測させる。

第153図 八橋第 8・9遺跡における遺構変遷図(2 ) 
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出土土器と住居ただし、定される。。
@ 。

!ごネ/ 形態から後者がやや古相を帯びるか

もしれない。

また、棟持柱を特徴とする SB9

丘陵平坦面に位置する

平面形態は隅丸SI17が該当する。

中央

ピットがみられる。古墳時代前期初

この住居が廃絶されて頭に該当し、

から、古墳時代中期末までしばらく

が SI12廃絶後に構築される。

11期
ル
/

凡//匂

/
ヤ
同

部陵E
 

主柱穴は 4本、方形を呈し、

丘陵平垣部から丘陵先端と南谷部を望む緩斜面へ居住域が変化
している。 SI1はV期に帰属するSI2の埋土上に貼床を施して
構築。住居形態B類とC類が一定の距離を置きながら併存する。

八橋VIII~IX期:
の間八橋集落は途絶える。

E期に伴う遺構は確

する時期である。

認されていないが、南谷部 L10cグ

本格的な居住活動が丘陵

リッドからまとまって遺物が出土し

八橋集落の居住活動が再開

N期には SI3・19が該当

平坦面において認められる第 1の

中段階に

土器編年に基づけば、

古段階に SI15、SK10、

画期である。

111""" IV期

ている。

しよう。

V期

SI14、新段階に SI2・20が該当する。

(1)類、 SI2・

(2 ) 

SI20は住居形態 A1X期は古・新期の 2細分が可能であり、 SI22は古期、 SI4・16は
新期に帰属する。以後、八橋集落の構成は掘立柱建物群へと変化し、
丘陵平垣部の土地利用が再開されるのである。

第154図 八橋第 8・9遺跡における遺構変遷図(3 ) 

八橋X期:

(1)類、 SI14はB115は B1

一時期 1棟の単位として類となり、

SI14の埋土上層から多量の遺物が出土しているが、ところで、消費活動を行っていた様相が窺える。

住居廃絶後に周辺の居住集団が廃棄したことが予測され、その有力候補として SI20の居住者が考え

/¥ いずれにしても、また、 SI20周辺の住居は軸線をほぼ同じくしている点も興味深い。られよう。

橋集落の営まれた継続時期の中でも 1つの画期として位置付けられる。

丘陵北西部に位置する SI13・18が該当する。いずれも撹乱により平面形態が不明瞭で、遺物VI期

C類に帰属する SI13が現れるも少ないが、引き続き丘陵平坦面を占地している。当該期の特色として、

方(1)類と C類が居住単位となって消費活動を行っていた可能性があろう。一時期に B1こと、

南谷部では土器集中ブロック 1が形成され、谷部の底面付近に活動が及んでいたことを窺わせる。

さらに丘陵北部の緩斜面上丘陵南側の SI5・6・9、南谷部の南側斜面にみられる SI21、VII期

生産活動や消費に単独に位置する SI25が帰属しよう o SI25を除き、南谷部を望む場所が選地され、

活動を行う上で谷部の利用が顕著になったことを示す。本時期の特色として住居形態 C類が多くな

ることであり、家屋構造の小型化は、掘立柱建物の構築や居住世帯の変化なども含めて検討がt必要に
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第 5:'1雲考古学的考察

なろう。また、本遺跡の中で唯一谷部の南斜面に位置する SI21は、比較的急斜面上に貼床を施して

構築されている。本住居に関連して15"'"'17m南西に 2基の袋状土坑がみられるが、丘陵部には掘立

柱建物が配置されるのに対し、本住居周辺には掘立柱建物が存在しないことも貯蔵施設と居住施設の

構造と立地を示す事例として興味深い。

VIII "-' IX期 南谷部に面する SIl・ 10、SKllが該当する。前者は SI2の埋土上に部分的な貼床を

施して上屋を構築していることから、埋土形成途中である窪地を利用したことが窺える。また、本遺

跡で重複関係を有する他の住居として SI6・8、SI9・23・24があるが、住居跡総体としてみれば

少数派である。あえて、構築場所を重ねる背景として、同系居住集団の可能性が指摘できょう。とこ

ろで、 SI1・10は約15mの距離を置いて立地するが、 VI期からみられる住居構造の異なる B類と C

類が併存する点は注目される。

X期 南谷部に面する SI4・22、丘陵平坦面の SIl6が認められる。前節の編年案から本期は古段

階の SI22と新段階の SI4・16に分かれる。 SI4・22は斜面部に立地しているため、南壁が流出・削

平されてしまい住居構造は不明な点が多い。しかしながら、北側の壁などの残存状況から考えると C

類の小型住居に帰属するものと思われる。谷部の利用が顕著になることは、ほぽ同時期に比定される

土器集中ブロック 3の存在からも窺うことができる。

その後、八橋集落では SIl3・17とSI4・22を切っている掘立柱建物や柵列なと、の存在から、 A群、

B群と主軸を異にした大型掘立柱建物群が構築された可能性が高い。 7世紀後半代の竪穴住居の構築

時期とほぼ入れ替わる点から、律令期において八橋集落の性格が大きく変化した第2の画期となった

可能性が想定されるのである。 (小口)

表81 東伯書における古墳時代後期~終末期の遺跡動向

土器鼠年 i 、橋第8・9遺母

ノヤ寸一一一γ住…遂----m寸E
東伯雷首部{旧八橋郵}

橋 陶邑 11居

国 国年 11民
車問町・東伯町 大栄町・北長町

:R町名を付さない場合は東伯町|沼野I名をMさない場合は大栄町

赤碕町別所5:1り墳開講A地点

赤碕町別所 19号墳第2埋葬施設

HTKJII 11ロト明日部L
V L 川 11111

トート斗一一斗H ト一一

I ~ 1 I TK431~ 
J構一、

TK.209 
v期u 

刊 217
J檎'¥ 

V旬
期

八 古甘く46

橋i け i

期 lfrI TK481111 ~ I 
l け i

円古i け l
八 "1 1111 f士

~HMT2市川トト
悶 ~I 111 1 仇

間 新| け l
か

大高野5丹墳墳丘内

口i 大商野3号墳西側糊

γ1 
! 笠児者12議長:lfl号墳石室内

口! 大高野2開演丘
l 下斎尾 2丹適時胃}3トレンチ

門 1 (大隅 1開・桝7開

1 ititl号境問機・第2士滋落

日i脚 8号墳土坑・〈悶服部)

井関総務遂鋳SK33

弁図地獄遺跡SI3

井図地頭i霊感SI4

井関地頭適時SD4 

大i高野透長寿
下Z奇怪l号坦跨以桂遺物・迫鴇t司加

上碕第6遺跡6号住居
上磁第6i壁際7符住民

上陸宮¥5退路土蹴溜
上積第6遺怒12q{t問

上関東3号墳石室内
上種西14qt軍第2主体部

上積胃¥u遺跡20号住居
上積百 14号:J毘第1主体部B群

上椅西日号J]1(-四JI船
大谷 11 号壌(~理隣〉

上碕第6適時25号住隠
北条町曲岡遺跡 (-X期)
北条町段廃致遺跡 (~X期)

上積第6遺跡22号住回
大1';;3月一境 (~IXJ明)

上綴第 5滋ï;~SI 9 

向野i1l跨・大谷10丹噴 (-X限)

Jt条震T!住l'g!IIJi車競 (-X)型)

東伯宮中部{旧久米郡)

宮古市

亙谷1号大陸住民;状遊関

亙谷 18号住居

(中Il!I号漬周溝内埋葬)

(芝栗2号筑)

京ノ後口 1号墳(-V1矧〉

後日野1号筑1号主体官官
後日野1丹JN2号主体官官
後日野i号墳3号埋弊施設

〈効京平2 呼!~討

野口 1号墳・Il!l前11号墳
京臨ヶ尼古墳立室内

山路l号墳(-宙開ト阿2号翌拍
際協36号滋(-理期)
反半田2号墳・大宮古lJlE宝内
畳谷2勾墳2号埋葬施設
効家平1号!si(~区間)

家ノ後口 2 号墳 (~IX)~))

関長谷8吟壌総合須怒号音
(家ノ後口2号噴)

ilJ際立号墳・一反半殴3号墳
取木3号域

大御堂廃寺SEOl (.......X郎←古)

福凹守遺跡2次1時土坑

〈間長谷3号墳〉

-180… 

~一一一一一
関金町・三朝町

※町名をfせさない場合は関金町

i三脚I丸山選務SX06(町期。)

三割l町丸山選時4号境内土噴
三朝町丸山遺跨SX02

三朝町丸山2号境問潜内埋葬

東伯宮西部(旧河村部〉

泊村羽合町・軍慰町

東語町埴見中ノ住:lH芳醇(-四阿)

東部町片平4号墳(-¥')田中)

弱含語J長;露高誤SX02第5埋葬搭設
東認可片平 2吟墳

鴎越山 H予窓隣(-\~)羽 羽合町長j軒高浜SX68

〈鳥越山4号索時)

J鳥越山 3 号窯跡(~四期}

大坪塚古墳(-四期)

101合町長灘高浜 11BSK01

3証言幸町片平5号墳(-四期)
羽合町長関高浜lOESKI0(........¥11悶)

羽合時監滋高浜24号墳議2埋葬
悶第2埋葬施設・第5埋葬路設
羽合町民摺高話SX02第2埋葬撞詮
混合町長灘高浜8号墳(-国i嬰)

'Tl合町隠悼25号Jsi
羽合町長調高浜81号墳第2埋葬蕗誼

泊村石思議3遺路繰り地区SX06

羽合町長嶺両日HSWGSKOl

泊村石間第3巡時謀米地区5505

(~X綴古)

羽合町長瀬高浜SXA07木開基
(閲3丹境〉

治村石E事務3適齢森一矢地区5K13

'*揮BT}}IJ所 22号墳



第 2節 八橋第8・9遺跡の形成過程と周辺遺跡群

4.八橋第 8・9遺跡と周辺遺跡群(予察)

第 1節で提示した八橋編年をもとに、東伯書における各種遺跡の動向を表81に示した。

八橋第 8・9遺跡と同じ丘陵の先端部には、全長62mの八橋狐塚古墳(前方後円墳)が前方部を日

本海に向けて築造されている。隣接する別所古墳群(赤碕町)と同じく、周辺には十分な可耕地に乏

しいため、むしろ海上交通や漁労活動を多分に意識した立地とみてよい。築造年代の詳細は不明だが、

著しく小型化・変容した竪穴系横口式石室が前方部に構築されていることや、東くびれ部出土の高坪

から、八橋刊"'""VIII期の築造を想定しておきたい。そうすると、八橋第 8・9遺跡の存続時期と重複し

た公算が高い。八橋第 8・9遺跡は 1時期に数棟の竪穴住居しか存在しなかったとみられ、少なくと

も古墳時代の段階では首長居館とは考えにくく、小規模な一般集落と推定される。八橋狐塚古墳の築

造に同集落の人々が動員された可能性も十分にあろう o その一方で、遺跡の近隣には後期古墳の存在

は知られていない。自らは古墳を築かなかったのだろうか。この間いに迫るためにも、南谷部の鉄鉱

や円筒埴輪片、あるいは北谷部の子持査など、集落での出土例に乏しい特殊遺物の評価が今後の課題

となろう。

さて、八橋区"'""X期 (7世紀後半~末)になると、地域社会は大きく変貌を遂げる。①須恵器に新

たな律令的器種(高台坪など)が参入する、②一部の遺跡で近畿系の暗文精製土師器が局地的に流入

する、③郡衝と目される大高野遺跡や斎尾廃寺など東伯町斎尾・大高野地区での遺構整備が活発化

する、④竪穴住居主体の遺跡のほか、大栄町向野遺跡のように掘立柱建物主体の遺跡が現れる(君嶋

2003)、などの点である。また、国府・国分寺が設置される東伯書中部(旧久米郡)の倉吉市では、

新来文物の受容がさらにドラスティックに進行する。例えば、倉吉市福田寺遺跡 2次調査 l号土坑は

八橋X期古段階の良好な一括資料だが、藤原宮西方官街井戸 SE8470(飛鳥町)のものに酷似した近

畿系土師器がまとまって共伴した(森下1997)。年輪年代測定の結果、 SE8470の井戸枠の伐採年代

682年と測定され、飛鳥Nの年代はA.D.680"'""690年を中心とすると考えられる(相原1997)。そう

すると、八橋X期古段階の暦年代も 7世紀後葉を中心とすると考えてよかろう。いずれにせよ、 X期

以降顕著となる地域社会の変貌やそこにみられる新来文物の受容格差は、それ以前の首長層の政治的

動向とも密接に関わっていたに違いない。

また、第4章第4節でも述べたように、遺跡の周辺では八橋X期、すなわち 7世紀後半以降に遺跡

周辺で鉄生産活動が活発化した可能性がある。そうして考えると、八橋X期以降、生産面においても

新たな画期を設定できるかもしれない。基礎的データの蓄積と生産システムの解明を待ちたい。(北島)

5. おわりに

以上、八橋集落の構成と変遷を概観し、周辺遺跡群との関わりについて予察を行った。本集落の特

色として、①丘陵部の北西斜面側から始まった居住活動が、時期が下るにつれ南谷部への進出が著し

くなること、②住居形態も B類から C類といった小型化への変化がみられること、③一時期にほぼ

2"'""4棟の居住集団が 5"'""20mの距離を置きながら居住域を形成・移動していったこと、④8世紀に

至り大型の掘立柱建物群が構築される、にまとめることができる。

当該期の集落として、東伯書では、上種第 5・6遺跡、西伯香では百塚第 1遺跡や青木遺跡、因幡

では湖山第 l遺跡、秋里遺跡が知られている。この中で、比較的集落の全体像が把握されている西伯

書の百塚第 1遺跡においては、細分された土器編年に基づき集落構成の変遷が検討されている(中山

1
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第 5章 考 古 学 的 考 察

1989)0そこでは、 19棟の竪穴住居が一時期 4"-'5棟単位に分かれ同一場所に占地し、広場を囲み

ながら 4期にわたって継続的な居住活動を行っている。つまり、占地場所の固定性が百塚第 1遺跡で

は強く認められるのであるが、逆に八橋集落においては 2"-'4棟の単位集団が居住域を固定するので

はなく、丘陵平坦面や緩斜面といった場所に移動を繰り返しながら集落経営を行っていた状況を読み

とることができる o

両者の性格の違いは、百塚遺跡群と近接する後期の群集墳である百塚古墳群とを総体として捉える

必要がある。 100基以上を数える群集墳の被葬者集落である百塚遺跡群はむしろ、当該地域における

拠点的集落の位置付けができょう o 一方、八橋集落の周辺地域では、むしろ全長62mの前方後円墳

である八橋狐塚古墳や別所古墳群といった首長層レベルの古墳が分布しているのみである。したがっ

て、 7世紀代までの本遺跡の特色として比較的均質な集団が営んだ一般的な集落として捉えることが

できるのである。

7世紀末以降に構築されたと思われる掘立柱建物の性格については、官街や寺院に伴う出土遺物、

関連施設としての工房や厨、さらにそこに暮らした人々が使用した日常道具などもみられない。また、

これらに関連する施設では主軸方向を真北にとる傾向があるが、本遺跡では認められなかった。しか

しながら、一定の主軸方向を共有するA群・ B群と SB1の規模は大きく、当該期の一般集落にみら

れる通常の掘立柱建物とは性格を異にしていたのかもしれない。 8世紀代に至り、それまでの八橋集

落の性格が大きく変化した可能性が想定されるのである。

八橋第 8・9遺跡に代表される丘陵上に立地する集落が、 7世紀後半代に八橋郡の中心地となる加

勢蛇川流域の遺跡群とどのような関わりを持ち、また相違が認められるのか、今後取り組まなければ

ならない課題である。 (小口・原)

r 1大和 飛鳥・藤腹地域の土器Ju7世紀の土器.l (近畿東部・東海繍)古代の土総研究会

「第 2節 古墳時代集落の様相Jr石脇第3遺跡・石脇B・9遺跡・寺戸第 1遺跡・寺戸第 2遺跡・石脇第l遺跡』

財団法人鳥取県教育文化財団

F三保遺跡発掘調査報告書』鳥取県東伯町教育委員会

『森藤第 1・森藤第 2遺跡発掘調査報告書』鳥取県東伯町教育委員会

『水溜り・ 3語能据場遺跡、森藤第3遺跡発掘調査報告書』鳥取県東伯町教育委員会
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第 6章総括

東伯書における 6~7 世紀の集落の実態は、西伯書や因幡地域に比べ未解明な部分が多かった。

しかしながら今回の調査によって、その空白期に新たな成果と課題を投げかけることになった。そ

こで、本章では今回の調査成果をまとめ、今後の展望と課題について簡単な所見を述べたい。

土器編年と地域色 八橋第8・9遺跡、から出土した土器は、弥生時代後期後葉から古墳時代初頭の

ものを除いて、その主体は 6~7 世紀後半に該当する。今回は型式学的検討によって、須恵器・土師

器のm~x期変遷を提示した(第 5 章第 1 節)。これは住居跡出土資料を基準として、包含層および

周辺遺跡の資料に基づく試案であるが、その結果、近畿の生産窯との違い、西伯書と因幡地方との地

域差が確認され、天神川編年X期(牧本1999)以降を補充する 1つの叩き台が提示できた。今後は、

増加する資料を補足しながら編年整備を継続していく必要があり、またその成果に基づいた集落論や

地域間交流といった課題に向けた分析が求められよう。

物資の流通と谷部の景観 本遺跡からは、生産活動に伴うさまざまな道具や廃材が出土し(第155

図)、その中には遺跡周辺では入手できないものが含まれている。また、谷部をとりまく遺跡周辺の

自然環境はどのような景観を呈していたか興味深い問題でもある。その点を明らかにするため考古学

的分析に加え自然科学的分析を援用した。その成果は下記のようにまとめることができる。

①須恵器については、型式学的分類に基づき50点の試料について胎土分析を実施した(第4章第

4節)。当該期の最も近距離に位置している関金町の鳥越山窯跡群とやや距離を置くが島根県松江市

大井窯跡群試料との比較を試みている。その結果、胎土の違いからは大きく 3グループに分かれるこ

とが明らかとなり、その上で 9点が鳥越山窯跡群に属する可能性が示されている。逆に、いずれにも

属さなかった多くの試料がどこの生産地によるものなのか、未発見の窯跡も視野に入れた基礎データ

の集積が今後の課題となろう。

②石器については、その主体が周辺地域で採取可能な安山岩であるが、一方で砥石のような特定

の器種については花闘岩や流紋岩といった石材が選択されていることが多い。これらは約10~15km 

の距離を有する倉吉方面や、約30~40km離れた米子方面において獲得可能である。その入手方法が、

どのような経過を辿ったのか、古墳時代における石材の流通構造を解明していく必要がある。

③鉄関連遺物は64点出土している。そのなかで鉄製品は15点あり、その多くが鍛造品である。また、

鉄津は椀形鍛冶津・流動津・鍛冶津・含鉄鉄津・鉄津から構成され、精錬鍛冶に伴う流動津や椀形鍛

冶津など鍛錬鍛冶で生成されたものが含まれていることは注目される(第4章第 1節)。しかしなが

ら、鍛冶遺構・鍛冶炉など製鉄関連遺構や羽口などの遺物が検出されていないことから、調査区外に

それらに関する遺構が存在するか、別所中峯遺跡(大野2004)のような遺跡から搬入されたか課題

となる。

④生産活動に伴い大きな役割を担ったと想定される谷部の景観は、どうであったのか。南谷部中心

部の植物珪酸体と花粉分析を実施した(第4章第2・3節)。その結果、古墳時代における谷部の自

然環境はイネ科植生であり、日当たりの良い比較的乾燥した環境であったことが推定された。

八橋第 8・9遺跡の成り立ちと周辺遺跡群 八橋第 8・9遺跡は、 2世紀後葉に居住活動が始まるが、

その後 3 世紀~5 世紀末までの聞にわたって活動の痕跡が途絶えてしまう。居住活動が再開されるの

は6世紀代の古墳時代後期からであり、終末期まで継続される。当該期に帰属する竪穴住居は23棟、
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第 6章総括

掘立柱建物は8棟、土坑11基である。

本遺跡は、丘陵部に主要な居住域を設け、眼前に拡がる浅い谷部を利用した集落景観を呈している。

土器編年の検討に基づいた各時期の遺構の構成と変選では、 2"'3棟の大小の竪穴住居が一定のエリ

アのなかで消費単位となって居住活動を行っていることが推測された。竪穴住居とともに主軸を異に

した 2ブロックの掘立柱建物群も検出され、 7世紀後半代に至り大栄町向野遺跡のような掘立柱建物

を中心とする遺構群が現れる現象にも符合している(君嶋2002)。

東伯香地域の特色として、古墳時代後期の古墳群が多いという現象は先学によって指摘されてきた

が、一方でそれらを築造した集団の居住地としての集落が少ないという事実とどう整合性を持たせる

か大きな課題であった。周辺の丘陵上を概観すると、笠見第3遺跡、三林遺跡、久蔵峰北遺跡、といっ

た弥生時代後期後半を最盛期として、断絶期を挟みつつ古墳時代中期まで継続する集落と入れ替わる

ように八橋集落は登場するのである。このような解釈の 1っとして、丘陵上から低地へ居住活動が変

化したという見解があるが、今回の調査によってその可能性は捨てきれないものの、 7世紀代の周辺

遺跡として約2.5krn南東に位置する井図地頭遺跡や三保遺跡といった、その後も丘陵上を選択して居

住活動を行った集団が存在した事実は重要であろう。八橋集落の営まれる 7世紀代は、各地の古墳群

が終意を向かえるとともに、低丘陵上に位置する斎尾廃寺や大高野遺跡といった八橋郡の中心地が確

立される時期でもある。このような中で、一時期 2"'3棟から構成される八橋集落と同規模集落が各

丘陵を単位として点々と分布していた可能性が推測され、周辺古墳群や生産遺跡、さらに低丘陵遺跡

群との相互関係を今後検討していく必 要 があろ う 。(小口)

6世紀 戸主手~ミ

ョー〉 。坪身

磨石

③ 
結石

砥石

E霊

にfレ有孔土玉 | 

戸主ろ j lLEY 
宅 炉開

広口慈

~三翠空竺h
坪蓋

鉄鉱

ア τk餐 広口慈

第155図 八橋第 8・9遺跡における 6"-'7世紀の道具の組成
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ヰ、 り カ1 な 心、 り カt な コード

所収遺跡名 所 在 地
北 緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

東とう泣伯く郡ぐん東とうは伯くち町ょ大うおお字あ八ざや橋ばせ 20030512 一般国道 9号
八やば橋せだ第い8・9遺いせ跡き

35'29' 133'39' 

字あざ西にし二にほ本んま松つ2263ほか 31368 273 ~ 11，732m' 東伯中山道路
53.9687" 41.4261" 

20031113 改築工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

弥生時代後期~ 竪穴住居跡3
弥生土器、石器

古墳時代前期 掘立柱建物跡 1

竪穴住居跡23
八橋第8・9遺跡 集落

掘立柱建物跡8 須恵器、土師器、石器
古墳時代後期~終末期

柵列 3、ピット列 5 土玉、鉄製品・鉄津

土坑8、袋状土坑3

時期不明 溝状遺構 陶磁器、土錘 古墳時代以降
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